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500円

日
米
軍
事
同
盟
を
深
化

さ
せ
る
自
公
政
権

二
〇
二
三
年
度
自
衛
隊
統
合
演
習

（
実
動
演
習
）
は
十
一
月
十
日
か

ら
二
十
日
ま
で
、
全
国
各
地
と
わ

が
国
周
辺
海
空
域
で
行
な
わ
れ

た
。
演
習
は
、
防
衛
、
警
備
に
関

す
る
自
衛
隊
の
統
合
運
用
能
力
の

維
持
・
向
上
、
日
米
の
総
合
運
用

向
上
を
は
か
る
も
の
で
、
参
加
部

隊
は
統
幕
長
を
統
裁
官
に
統
陸
海

空
幕
、
情
本
、
陸
自
は
陸
上
総
隊

と
各
方
面
隊
な
ど
、
海
自
は
自
衛

隊
と
各
地
方
隊
な
ど
、
空
自
は
航

空
総
隊
と
航
空
支
援
集
団
な
ど
、

共
同
の
部
隊
か
ら
自
衛
隊
情
報
保

全
隊
と
自
衛
隊
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊

の
約
三
万
八
〇
〇
人
、
車
両
三
五

〇
〇
両
、
艦
艇
約
二
〇
隻
、
航
空

機
約
二
一
〇
機
。
米
軍
か
ら
は
太

平
洋
陸
軍
、
太
平
洋
艦
隊
、
太
平

洋
空
軍
、
太
平
洋
海
兵
隊
、
在
日

米
軍
の
約
一
万
二
〇
〇
〇
人
が
参

加
し
た
。
さ
ら
に
、
豪
、
加
、

仏
、
Ｎ
Ｚ
、
比
、
韓
、
米
、
英
、

独
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
軍
事
演
習
が
、
国
会
で

大
し
た
論
議
も
さ
れ
ず
、
マ
ス
コ

ミ
は
日
常
茶
飯
事
の
一
コ
マ
と
し

て
報
道
を
消
費
し
て
い
く
。
日
本

は
、
す
で
に
日
本
国
憲
法
を
最
高

法
規
と
す
る
平
和
国
家
で
は
な

い
。
世
界
第
四
位
の
軍
事
力
を
持

ち
、
日
米
軍
事
同
盟
を
最
高
規
範

と
す
る
戦
争
国
家
の
道
を
ひ
た
走

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
か

の
ナ
チ
ス
礼
賛
者
閣
僚
が
言
う
よ

う
に
国
民
の
大
多
数
が
知
ら
な
い

う
ち
に
反
対
す
る
前
に
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
な
の
だ
。

自
公
戦
争
政
権
は
、
二
〇
二
〇
年

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
国
民
の

社
会
活
動
が
委
縮
す
る
中
で
も
日

米
軍
事
同
盟
を
強
化
・
深
化
さ
せ

て
き
た
。
二
〇
二
二
年
二
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

契
機
に
軍
事
大
国
化
路
線
の
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
込
ん
だ
日
本
政
府

は
、
積
み
上
げ
て
き
た
朝
鮮
・
中

国
敵
視
政
策
と
米
国
を
旗
手
と
し

た
西
側
資
本
主
義
国
に
よ
る
中
国

包
囲
網
へ
の
加
担
の
度
合
い
を
強

め
て
い
る
。
一
九
七
二
年
の
日
中

共
同
声
明
と
一
九
七
八
年
の
日
中

平
和
条
約
に
基
づ
く
一
つ
の
中

国
、
平
等
互
恵
と
い
う
東
ア
ジ
ア

平
和
構
想
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
台

湾
有
事
を
扇
動
し
て
東
ア
ジ
ア
、

沖
縄
・
琉
球
列
島
に
お
け
る
第
二

の
沖
縄
戦
の
導
火
線
に
火
を
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。

戦
争
政
策
の
背
景
に
資

本
主
義
体
制
の
矛
盾

な
ぜ
、
日
米
両
政
府
は
こ
の
よ
う

な
戦
争
政
策
を
推
し
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
今
、
世
界
の

資
本
主
義
体
制
は
慢
性
的
停
滞
に

陥
っ
て
出
口
が
見
え
な
い
。
産
業

は
情
報
通
信
産
業
に
依
存
、
支
配

さ
れ
て
い
る
。
一
次
二
次
の
生
活

に
密
着
し
た
農
工
業
も
、
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
土
木
・
環
境
、

教
育
、
社
会
保
障
で
す
ら
企
業
の

利
潤
第
一
主
義
の
犠
牲
と
な
っ
て

い
る
。
社
会
を
支
配
す
る
の
は
極

少
数
の
金
融
資
本
で
あ
り
、
社
会

の
富
を
独
占
し
て
い
る
。
科
学
技

術
が
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お

い
て
生
産
力
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

高
ま
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
に
人
々
は
日
々
の
生
活

に
汲
々
と
し
、
あ
る
い
は
住
居
を

失
い
、
あ
る
い
は
食
事
に
事
欠

き
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ

れ
、
生
活
を
支
え
る
職
を
失
う
の

か
。
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
多

く
の
地
域
で
戦
争
の
惨
禍
に
命
の

危
険
を
晒
し
、
最
低
の
衛
生
環
境

の
中
で
飢
餓
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
社
会

の
一
部
の
富
裕
層
が
、
社
会
の
生

産
手
段
と
生
産
力
を
独
占
し
、
社

会
の
富
を
占
有
し
て
い
る
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
米

国
を
一
極
と
し
た
先
進
資
本
主
義

国
の
世
界
体
制
が
き
し
み
だ
し
、

開
発
途
上
国
の
中
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
を
中
心
と
し
た
新
た
な
勢
力
が

登
場
す
る
中
で
、
い
ま
世
界
市
場

の
再
編
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
現

下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
中
央
ア

フ
リ
カ
で
の
紛
争
も
、
ま
た
中
東

で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

戦
争
も
、
ま
た
米
国
・
先
進
資
本

主
義
国
に
よ
る
対
中
国
経
済
制

裁
・
中
国
封
じ
込
め
政
策
な
ど
す

べ
て
が
、
資
本
主
義
世
界
体
制
の

矛
盾
の
た
ど
り
着
い
た
結
果
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
東
ア
ジ

ア
の
軍
事
的
緊
張
を
激
化
さ
せ
る

沖
縄
・
琉
球
弧
に
お
け
る
日
米
軍

事
体
制
の
強
化
と
戦
争
の
準
備
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
現
在

は
岸
田
政
権
が
進
め
て
い
る
が
、

安
倍
・
菅
政
権
が
進
め
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
岸
田
政
権
以
後
も
社

会
構
造
が
変
わ
ら
な
い
限
り
つ
づ

く
も
の
だ
。
岸
田
首
相
は
、
国
会

議
論
も
経
ず
に
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
に
日
本
の
国
防
費
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
二
％
に
倍
増
す
る
約
束
を
し
、

今
後
五
年
間
で
四
三
兆
円
を
超
す

大
軍
拡
予
算
を
打
ち
出
し
た
。
そ

の
予
算
の
多
く
が
米
国
か
ら
の
大

量
武
器
購
入
費
に
充
て
ら
れ
、
国

民
は
軍
拡
に
必
要
な
大
増
税
に
苦

し
む
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

い
ま
中
国
は
、
台
湾
は
中
国
の
一

部
で
あ
り
平
和
的
統
一
は
十
分
時

間
を
か
け
る
べ
き
事
業
だ
と
言
っ

て
い
る
。
日
米
政
府
は
台
湾
を
挑

発
し
て
二
つ
の
中
国
を
誘
発
し
て

い
る
。
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
緊
張

が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国

経
済
の
延
命
と
三
〇
年
間
停
滞
し

続
け
て
い
る
日
本
経
済
の
再
浮
揚

と
を
は
か
り
、
そ
の
軍
事
的
保
障

と
し
て
日
米
軍
事
同
盟
の
深
化
、

軍
需
産
業
、
軍
国
主
義
、
排
外
主

義
の
醸
成
を
は
か
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
沖
縄
県
民
の
命
と
暮
ら
し

を
危
険
に
晒
す
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
も
沖
縄
米
軍
基
地
の
再
編
強

化
も
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
沖

縄
全
域
へ
の
展
開
も
す
べ
て
が
日

米
政
府
と
日
米
資
本
主
義
体
制
の

頭
目
た
ち
、
資
本
家
の
意
に
適
う

も
の
だ
。
そ
の
沖
縄
で
は
、
米
軍

や
自
衛
隊
の
戦
車
や
装
甲
車
が
公

道
を
走
り
、
戦
闘
服
の
兵
士
が
隊

列
を
組
ん
で
移
動
訓
練
を
大
っ
ぴ

ら
に
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
航

空
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
国
内
法

規
の
最
低
一
五
〇
ｍ
を
特
例
変
更

し
地
上
六
〇
ｍ
の
超
低
空
飛
行
訓

練
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
は
機
関
銃
の
銃
口
を

住
民
に
向
け
た
兵
士
が
乗
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
現
在
、
沖
縄
の
米

軍
と
自
衛
隊
は
高
度
に
統
合
さ
れ

た
訓
練
を
行
な
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
統
合
訓
練
の
指
揮
官
は
米
軍

で
あ
る
。
米
軍
は
、
第
一
列
島
線

を
犯
し
た
中
国
艦
船
や
航
空
機
を

攻
撃
す
る
と
無
責
任
に
も
言
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
第
二
の
沖
縄
戦
の

先
端
を
切
る
こ
と
で
あ
り
、
沖
縄

県
全
域
が
戦
場
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
。
そ
う
な
れ
ば
沖
縄
県
民
の

避
難
先
は
ど
こ
に
も
な
い
。
沖
縄

県
民
が
生
き
残
る
道
は
「
戦
争
を

し
な
い
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
」
こ

と
だ
け
で
あ
る
。

沖
縄
と
本
土
の
各
地
で

11・23
平
和
集
会

沖
縄
県
民
は
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

を
先
頭
に
琉
球
・
沖
縄
の
全
列
島

基
地
化
に
反
対
し
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
に
反
対
し
て
闘
っ
て
い

る
。
十
一
月
十
五
日
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
設
計
変
更
申
請
を
め

ぐ
り
、
沖
縄
県
の
「
不
承
認
」
を

国
が
覆
し
た
採
決
の
取
り
消
し
を

求
め
た
訴
訟
の
判
決
が
那
覇
地
裁

で
あ
っ
た
。
判
決
は
、「
原
告
は
、

取
り
消
し
訴
訟
を
提
起
す
る
適
格

を
有
し
な
い
」
と
い
う
門
前
払
い

の
不
当
判
決
で
あ
っ
た
。

政
府
、
裁
判
所
が
一
体
と
な
っ
て

地
方
自
治
と
沖
縄
県
民
の
民
意
を

蹂
躙
す
る
憲
法
違
反
の
判
決
に
対

し
、
玉
城
知
事
は
決
し
て
諦
め
な

い
と
い
う
意
志
を
表
明
し
て
い

る
。
十
一
月
二
十
三
日
に
は
那
覇

市
奥
武
山
公
園
陸
上
競
技
場
で
沖

縄
県
内
六
三
の
市
民
団
体
・
個
人

が
立
ち
上
げ
た
「
沖
縄
を
再
び
戦

場
に
さ
せ
な
い
県
民
の
会
」
が
主

催
し
、「
沖
縄
県
民
平
和
大
集
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
集
会
に
は
、
県

内
外
か
ら
一
万
人
を
超
す
人
々
が

結
集
し
、
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知

事
や
台
湾
住
民
の
参
加
、
決
意
表

明
も
行
な
わ
れ
、「
わ
た
し
た
ち

の
住
む
島
を
戦
場
に
し
な
い
で
」

と
い
う
切
実
な
声
を
世
界
に
向
け

て
発
し
た
の
だ
。
本
土
で
は
、
東

京
（
国
会
前
）、
神
奈
川
、
滋
賀
、

京
都
、
奈
良
、
大
阪
、
広
島
、
福

岡
な
ど
各
地
で
連
帯
の
集
会
が
開

催
さ
れ
た
。
日
米
政
府
に
よ
る
戦

争
政
策
、
大
軍
拡
政
策
は
、
日
米

両
資
本
主
義
の
生
き
残
り
を
か
け

た
政
策
で
あ
り
不
動
の
も
の
だ
。

わ
た
し
た
ち
の
闘
い
は
、
さ
ら
に

強
く
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
は

基
地
と
兵
隊
を
撤
去
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
戦
争
政

策
を
撤
回
さ
せ
、
戦
争
政
策
を
進

め
る
岸
田
自
公
政
権
を
倒
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
戦
争
政

策
で
甘
い
汁
を
吸
っ
て
い
る
資
本

家
と
資
本
主
義
を
倒
す
の
で
な
け

れ
ば
、
戦
争
を
な
く
す
こ
と
も
平

和
を
築
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
政

府
の
戦
争
政
策
に
ノ
ー
と
言
え
な

い
「
連
合
」
を
一
日
も
早
く
真
の

労
働
組
合
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

に
変
え
る
た
め
に
労
働
運
動
の
抱

え
る
責
任
は
重
い
。�【
岡
本
茂
樹
】
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南
西
諸
島
と
日
本
全
土
の
軍
事
化
を
阻
止
し
よ
う

戦
争
政
権
打
倒
に
向
け
広
範
な
人
び
と
の
団
結
を


